課題６
[bookmark: _GoBack]DNA分子の構造を規定する、デオキシリボース間のホスホジエステル結合と塩基間の水素結合は、ＤＮＡ分子が遺伝子であることの条件に対して、どのように関連づけるか。


ホスホジエステル結合
　…共有結合であるため、結合する力が強い。
➡１本のＤＮＡ分子において塩基の並びは変わらない。
➡解離後、もともとの1本のポリヌクレオチドを鋳型として、相補的な塩基配列をもつポリヌクレオチドが結合する。
➡解離前のＤＮＡ分子と同じ塩基配列をもつＤＮＡ分子ができる。
＝ＤＮＡ分子は自己複製できる。
➡親から子に特徴が伝えられる。（遺伝子であることの条件）


塩基間の水素結合
…非共有結合であるため、結合力が弱い。
➡２本鎖ＤＮＡは２本の１本鎖ＤＮＡ分子に解離
➡多様性を規定する（遺伝子であることの条件）







課題１１
生物（生命）の起源についてまとめる。
・講義の前半にやった、生命の定義について関連づける。
・化学進化説とその他の論説に分ける。
・生命の起源を考えるにあたって、自分にとって最も大切な論点は何か、整理し、まとめる。


・化学進化説
メタン、窒素、水素、水蒸気
➡単純な有機物（アミノ酸、単糖）
➡複雑な有機物（タンパク質、多糖類、核酸）
➡原子生物


・ＲＮＡワールドからＤＮＡワールド
原子生命体が誕生するには、自己複製できなくてはいけない。

ＲＮＡの中には、酵素活性作用をもつリボザイムとよばれるものがある。
タンパク質はＲＮＡから出来る。
➡最初の生命体はＲＮＡでは？

前駆ＲＮＡの世界
　　　↓
ＲＮＡの世界（遺伝子の本体としてＲＮＡをもち、ＲＮＡの触媒作用によってＲＮＡを複製）
　　　↓
ＲＮＡとタンパク質の世界（ＲＮＡからより多様な触媒作用をもつタンパク質が形成）
　　　↓
ＤＮＡの世界

ここは239ページを参考にみといてください。


